
Ｏ
・

モ
ス
ト
ニ
般
統
計
学
Ｌ

◎
ｇ
◎
竃
畠
戸
ト
巨
ひ
ｑ
の
冒
９
罵
○
ｏ
ｇ
け
オ
竈
ぎ
仁
＞
巨
目
ぐ
Ｈ
８
９
り
り
ｃ
ｏ
ｏ
岸
竃
．

関

弥
　
　
三

匡良

一
、

二
、

三
、

四
、

本
書
の
特
徴

統
計
的
方
法

推
算
統
　
計

若
干
の
批
評

本
書
の

特
徴

　
こ
れ
は
マ
イ
ソ
ッ
大
学
の
法
学
、
窪
済
学
部
名
誉
教
援
Ｏ
・
モ
ス
ト

博
士
が
、
第
一
に
統
計
学
を
受
講
す
る
大
学
生
を
対
象
と
し
て
、
更
に

そ
の
他
の
統
計
の
方
法
的
基
礎
を
知
ら
ん
と
す
る
人
達
の
た
め
に
書
い

た
入
門
書
で
お
る
。
一
九
四
八
年
に
第
一
版
が
出
さ
れ
て
以
来
、
そ
の

内
容
が
簡
潔
、
豊
富
で
あ
り
利
用
し
易
い
こ
と
か
ら
、
た
ち
ま
ち
経
済

学
部
の
学
生
達
の
問
に
好
評
を
博
し
、
五
二
年
に
第
二
版
、
五
四
年
に

第
三
版
、
五
五
年
に
第
四
版
と
加
速
度
的
に
版
を
重
ね
て
き
た
。
そ
し

　
　
Ｏ
・
モ
ス
ト
コ
般
統
計
学
」
　
（
関
）

て
み
、
の
度
に
統
計
学
の
最
近
の
進
歩
に
応
じ
た
改
訂
が
加
え
ら
れ
、
第

四
版
は
、
第
三
版
の
七
九
頁
か
ら
一
挙
に
九
九
頁
へ
と
、
著
し
く
増
補
、

改
訂
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
本
は
杜
会
統
計
の
領
域
に
お
け
る
一
般
統
計
的
方
法
論
を
取
扱

っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
集
約
的
に
し
か
し
概
観
的
に
手
際
よ

く
要
約
さ
れ
て
お
り
、
よ
り
詳
綱
な
説
明
は
参
考
文
献
を
指
摘
し
て
そ

れ
に
譲
っ
て
い
る
の
で
、
初
学
者
が
一
般
統
計
学
の
全
貌
を
知
る
の
に

便
利
で
あ
る
だ
げ
で
は
な
く
、
更
に
よ
り
以
上
の
研
究
を
望
む
場
合
に

よ
い
手
引
き
と
次
る
。
そ
し
て
杜
会
統
計
的
方
法
論
の
重
要
な
問
題
点

が
、
工
、
ス
ト
博
士
の
理
解
に
従
っ
て
澤
然
一
体
と
な
っ
て
総
括
さ
れ
て

お
り
、
我
女
統
計
学
徒
に
有
益
な
示
唆
を
与
え
て
い
る
。

　
そ
こ
に
、
み
ら
れ
る
主
な
特
徴
と
し
て
は
、
次
の
も
の
を
挙
げ
る
こ
と
一

が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
　
（
四
〇
五
）

圭
鰹
欝
　
ギ

鷺
紅
則
ノ
、
義
．
、
い
，
籔
欝
塾
霧

蓬
鯵
鱈
服
駿
籔
　
　
　
　
　
験

一
繧
〆
　
．



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
五
巻
・
第
四
号
）

　
１
、
統
計
学
の
発
展
か
ら
統
計
的
方
法
の
本
質
を
巧
み
に
説
明
し
て

い
る
。

　
２
、
統
計
的
方
法
を
「
調
査
」
と
「
判
断
」
の
二
つ
の
段
階
に
分
げ

て
い
る
。

　
３
、
「
悉
皆
」
調
査
と
大
数
法
則
の
条
件
を
切
り
離
し
て
、
前
者
は
事

実
認
識
を
目
的
と
す
る
場
合
、
後
考
は
一
般
性
認
識
を
目
的
と
す
る
場

合
及
び
任
意
標
本
調
査
の
場
合
の
条
件
と
す
る
。
そ
し
て
、
大
数
法
則

の
作
用
の
内
容
は
一
般
性
認
識
の
場
合
と
任
意
標
本
調
査
の
場
合
と
で

異
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
４
、
従
来
統
計
的
方
法
の
代
用
法
と
さ
れ
て
ぎ
た
代
表
（
部
分
）
調
査

法
を
「
統
計
調
査
」
の
一
つ
の
形
態
と
し
、
他
方
ア
ソ
ケ
ー
ド
を
推
算

に
含
め
て
、
「
調
査
統
計
」
と
「
推
算
統
計
」
を
併
置
し
て
い
る
。

　
５
、
推
算
は
統
計
的
確
定
を
基
礎
と
す
る
場
合
の
み
と
し
て
経
験
的

思
考
に
基
く
場
合
を
除
き
、
Ｅ
・
ワ
ー
ゲ
マ
ソ
に
従
っ
て
推
算
統
計
の

体
系
化
を
試
み
て
い
る
。

　
６
、
代
表
調
査
の
結
果
（
却
ち
調
査
さ
れ
た
部
分
の
値
）
そ
の
も
の
は

調
査
統
計
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
全
体
集
団
の
値
で
あ
る
と
推
論
す
る
時

に
推
算
統
計
に
な
る
と
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
７
、
ギ
ャ
ラ
ヅ
プ
輿
論
調
査
法
、
市
場
調
奔
法
を
ア
ソ
ケ
ー
ト
と
し

七
八

（
四
〇
六
）

て
い
る
。

　
次
に
こ
の
本
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
統
計
的
方
法
と
推
算
統
計
の
体
系

の
概
要
を
紹
介
し
よ
う
。
そ
の
前
に
目
次
を
記
し
て
こ
の
本
の
構
成
を

明
ら
か
に
し
て
置
く
の
が
便
利
で
あ
る
。

序１Ｈ
１§２§３§４§５§６§７§８§ 統

計
の
重
要
性
と
限
界

統
計
学
の
発
展
と
本
質

　
統
計
学
の
発
展

　
統
計
学
の
本
質

統
　
計
　
調
　
査

統
計
調
査
及
び
推
算
の
本
質
と
種
類

統
計
調
査
の
主
要
条
件

統
計
調
査
の
誤
差
の
根
源

統
計
調
査
の
法
的
基
礎

部
分
調
査
又
は
代
表
調
査

推
算
　
統
　
計

Ｉｎ
　
統
計
の
整
理
と
表
現

　
鍋
　
統
計
の
整
理

　
０

凱
統
計
の
表
現

１
Ｖ
　
統
計
の
比
較
と
判
断

　
＾

工

　
＾
．
一

」

　
…

　
＾

　
＾

　
帖



■

■
上

１§２１§

９
リ

ー§４１§５１§６１§

統
計
の
比
較

中
　
　
　
　
　
数

撤
　
　
布
　
　
度

比
　
　
　
　
　
率

統
計
的
因
果
研
究

統
計
的
規
則
性

　
以
下
に
お
い
て
見
出
し
は
必
ず
し
も
原
著
の
通
り
で
は
な
く
、
又
原

著
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
場
所
は
§
の
み
で
示
し
、
頁
数
は
そ
の
§
以
外

の
も
の
及
び
§
内
で
も
特
に
重
要
な
も
の
の
み
に
止
め
た
。

　
　
　
　
二
、
統
計
的
方
法

　
統
計
学
の
発
展
（
釘
一
　
　
次
の
三
つ
の
根
源
が
最
初
は
併
行
し

て
発
展
し
、
後
次
第
に
有
機
的
に
結
合
し
て
今
日
の
統
計
学
に
な
っ
た
。

　
１
、
最
古
代
以
来
の
国
家
統
計
　
　
　
国
家
の
重
要
な
基
礎
及
び
資

源
に
っ
い
て
正
確
な
数
的
報
告
を
与
え
る
こ
と
、
即
ち
「
国
家
記
述
」

を
任
務
と
す
る
。

　
２
、
十
七
世
紀
中
葉
以
降
の
大
学
派
統
計
学
　
　
　
近
世
の
絶
対
国

家
が
必
要
と
す
る
官
僚
を
教
育
す
る
た
め
の
「
国
家
顕
著
事
項
」
の
学

科
で
あ
っ
て
、
言
葉
の
み
に
よ
る
記
述
か
ら
数
的
比
較
の
方
法
に
発
展

　
　
Ｏ
・
モ
ス
ト
〕
般
統
計
学
Ｌ
　
（
関
）

し
、
官
庁
の
調
査
結
果
を
一
般
に
周
知
せ
し
め
、
そ
れ
を
科
学
的
に
利

用
し
、
事
実
判
断
の
手
段
と
し
て
「
比
較
」
を
用
い
た
。

　
３
、
同
時
代
の
政
治
算
術
　
　
　
当
時
発
展
し
つ
つ
あ
っ
た
近
代
白

然
科
学
特
に
物
理
学
と
同
じ
方
法
を
用
い
て
、
杜
会
生
活
の
個
別
現
象

の
多
数
に
お
い
て
、
最
初
は
全
く
不
規
則
に
現
わ
れ
る
出
未
事
の
経
過

の
規
則
性
を
確
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
一
個
の
総
体
に
総

括
さ
れ
た
単
位
の
独
得
の
性
質
に
お
い
て
一
般
的
妥
当
性
、
典
型
を
見

出
す
方
法
で
あ
る
、
典
型
的
集
団
観
察
法
（
け
着
デ
ｏ
ざ
峯
塞
。
り
雪
げ
８
訂
－

争
ｇ
尾
）
を
生
ぜ
し
め
た
。
従
っ
て
こ
れ
に
よ
る
因
果
法
則
は
自
然
科

学
的
た
厳
密
な
法
則
性
を
欠
き
、
確
率
的
、
推
測
的
（
。
。
８
｝
轟
豪
ｇ
）

記
述
に
す
ぎ
な
い
。

統
計
的
方
法
の
本
質
（
簗
、
２
）
　
　
今
日
の
す
べ
て
の
「
統
計
」

の
観
念
は
次
の
四
つ
の
要
素
を
持
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

　
ｏ
Ｕ
　
事
実
の
数
的
確
定
が
問
題
で
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
側
　
具
体
的
な
量
的
状
態
及
び
量
的
関
係
が
把
握
さ
れ
る
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
倒
　
そ
の
研
究
は
個
別
対
象
に
は
妥
当
し
な
い
で
、
集
団
対
象
に
妥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
当
す
る
。
そ
し
て
こ
の
集
団
は
、
そ
れ
の
概
念
的
総
体
が
同
種
の

　
　
従
っ
て
有
意
義
に
数
え
得
る
個
別
現
象
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
集

　
　
団
（
統
計
集
団
）
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九
　
（
四
〇
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
　
（
第
五
巻
・
第
四
暑
）

　
側
　
有
意
義
な
調
査
（
黒
巨
昌
）
に
続
い
て

　
　
勾
種
々
の
量
的
分
類
（
○
『
塞
彗
◎
邑
…
畠
彗
）
の
数
量
的
意
義

　
　
り
　
そ
れ
．
の
因
果
関
係

　
　
↓
　
将
来
の
確
か
ら
し
い
発
展
（
却
ち
統
計
的
規
則
性
－
引
用
者
）

　
　
を
認
識
す
る
た
め
に
、
確
定
さ
れ
た
事
実
を
他
の
事
実
と
有
意
義

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

　
　
に
比
較
し
て
判
断
（
黒
膏
置
巨
島
）
す
る
。

従
っ
て
統
計
的
方
法
（
。
・
冨
斤
．
冒
ｇ
ぎ
亭
）
は
有
意
義
な
、
即
ち
そ
の

時
そ
の
時
の
目
的
に
応
じ
た
集
団
対
象
の
調
査
と
、
有
意
義
な
比
較
の

助
け
を
か
り
て
た
す
そ
れ
の
判
断
と
か
ら
成
っ
て
い
る
。

　
先
づ
調
査
（
墨
巨
ｓ
）
は
次
の
三
つ
の
段
階
を
経
て
実
現
さ
れ
る
。

（
ｃ
ｏ
．
畠
）

　
勾
　
統
計
調
査
（
。
。
冨
け
軍
一
嵩
ぎ
尾
）
１
統
計
原
資
料
の
獲
得

　
り
　
調
査
結
果
の
整
理

　
↓
　
整
理
結
果
の
表
現

　
統
計
調
査
（
誰
－
窮
）
　
　
調
査
目
的
に
徒
っ
て
統
計
集
団
、
調
査

単
位
、
調
査
標
識
を
明
確
に
一
義
的
に
規
定
し
、
調
査
機
関
を
動
員
し

て
調
査
単
位
を
調
査
（
睾
品
窪
邑
旨
長
）
す
る
。

　
統
計
調
査
が
完
全
で
あ
る
た
め
に
は
、
調
査
の
目
的
に
よ
っ
て

　
勾
　
問
題
の
単
位
を
全
部
も
れ
な
く
把
握
す
る
（
絶
対
的
完
全
性
）

八
○
　
（
四
〇
八
）

か
、
又
は

　
り
　
十
分
た
範
囲
の
単
位
を
把
握
す
る
（
相
対
的
完
全
性
）

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
↓
は
一
定
の
領
域
に
つ
い
て
、
一
定
の
時
点
又

は
時
期
に
お
げ
る
特
定
の
事
実
の
存
在
な
い
し
は
生
起
の
大
き
さ
を
正

確
に
確
定
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
場
合
で
あ
り
、
ゆ
は
統
計
的
確
定

か
ら
一
般
的
性
質
の
結
論
を
得
ん
と
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
り
の
完

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
）

全
性
の
基
礎
は
次
の
大
数
法
則
（
原
理
）
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
。
却
ち

「
統
計
的
に
観
察
さ
れ
る
調
査
単
位
の
数
が
多
い
程
、
こ
の
観
察
の
結

果
か
ら
得
ら
れ
る
結
論
の
一
般
的
妥
当
性
に
対
す
る
期
待
は
よ
り
大
き

く
な
る
。
」
（
Ｏ
Ｏ
．
ミ
）

　
（
註
）
本
書
で
は
統
計
に
お
げ
る
大
数
法
則
（
論
理
的
に
は
大
数
原

　
　
理
）
の
作
用
を
次
の
三
つ
の
場
合
に
分
げ
て
説
明
し
て
い
る
。

　
　
　
第
一
は
今
の
よ
う
な
一
般
的
結
論
を
得
ん
と
す
る
場
合
。

　
　
・
第
二
は
統
計
調
査
に
お
け
る
偶
然
誤
差
の
相
殺
の
場
合
。
（
ｃ
り
・

　
　
　
　
・
。
・
。
）

　
　
　
第
三
は
任
意
標
本
調
査
法
の
結
果
の
精
度
を
高
め
る
場
合
。

　
　
　
（
次
の
項
参
照
）

　
代
表
調
査
（
釘
）
　
　
代
表
調
査
法
（
茅
言
針
ｇ
奪
ぎ
弩
ま
巨
－

畠
）
は
集
団
の
一
部
分
の
み
で
は
あ
る
が
、
そ
の
現
象
形
態
は
全
体
に

“｝
一

止

…二
｝

｝

｝

一
・
．



対
し
て
特
徴
的
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
、
従
っ
て
全
体
を
代
表
す
る
部
分

を
研
究
す
る
方
法
で
あ
っ
て
、
次
の
場
合
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、

　
１
、
若
干
の
「
典
型
的
」
と
み
な
さ
れ
る
個
別
事
例
を
記
録
的

　
（
昌
昌
（
お
轟
三
－
庁
ｏ
５
に
研
究
す
る
場
合
。
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

　
２
、
全
体
に
対
し
て
特
徴
的
と
み
な
さ
れ
る
多
数
の
単
位
を
研
究
す

　
る
場
合
。
こ
れ
は
単
位
の
選
択
方
法
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
分
げ
ら

　
れ
る
。

　
　
勾
有
意
選
択
法
　
　
　
各
単
位
の
表
現
力
　
（
ぎ
嚢
品
穿
冨
３

　
　
を
特
に
考
慮
し
て
選
択
す
る
方
法
。

　
　
り
　
任
意
抽
出
法
、
任
意
標
本
調
査
法
　
　
　
偶
然
の
支
配
の
下

　
　
に
選
択
す
る
方
法
。

　
　
↓
　
層
化
抽
出
法
及
び
集
落
抽
出
法
　
　
　
任
意
抽
出
法
と
有
意

　
　
選
択
法
と
の
組
合
せ
方
法
。

　
し
か
し
１
の
方
法
は
、
注
意
深
く
詳
細
に
観
察
し
得
る
と
い
う
長
所

が
あ
る
が
、
又
時
に
は
詳
細
で
あ
る
た
め
に
よ
り
大
き
な
範
囲
に
っ
い

て
の
本
質
的
な
も
の
を
失
う
危
険
が
あ
り
、
２
の
方
良
が
未
だ
十
分
に

完
成
し
て
お
ら
ず
実
際
に
利
用
し
得
な
い
場
合
の
問
に
合
せ
に
す
ぎ

ず
、
２
の
方
法
の
み
が
代
表
調
査
法
の
名
に
値
す
る
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
有
意
選
択
法
の
場
合
に
は
、
坂
り
出
さ
れ
た
単
位
の
数
よ
り

　
　
Ｏ
．
モ
ス
ト
「
一
般
統
計
学
」
　
（
関
）

も
そ
の
質
的
代
表
力
が
結
果
の
良
さ
を
決
定
す
る
の
で
あ
る
が
、
任
意

標
本
調
査
法
に
対
し
て
は
次
の
大
数
法
則
（
原
理
）
が
作
用
し
、
従
っ

て
単
位
の
数
が
結
果
の
良
さ
を
決
定
す
る
，
即
ち
「
代
表
調
査
の
基
礎

一
」
あ
る
特
定
の
全
部
集
団
の
部
分
の
数
が
多
い
程
、
こ
の
部
分
集
団
の

事
実
を
全
体
集
団
の
特
徴
で
も
あ
る
と
み
な
す
こ
と
の
可
能
性
は
よ
り

増
大
す
る
。
」

　
と
こ
ろ
が
有
意
選
択
法
に
お
い
て
は
、
勾
研
究
対
象
の
選
択
は
研
究

ブ
て
れ
自
体
に
基
い
て
始
め
て
得
ら
れ
る
知
識
を
前
提
と
し
、
り
場
所
的

事
物
的
に
隈
定
さ
れ
土
部
分
調
査
に
よ
っ
て
許
容
し
得
な
い
一
般
化
を

も
た
ら
し
、
↓
「
典
型
的
平
均
事
例
」
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う

な
質
的
選
択
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
、
等
の
欠
点
が
あ
る
の
に
対
し

て
、
任
意
標
本
調
査
法
は
他
の
方
法
で
は
殆
ん
ど
な
い
し
は
全
然
把
握

し
得
な
い
構
造
形
態
及
び
発
展
方
向
の
把
握
を
可
能
に
す
る
の
で
あ

る
。　

調
査
結
果
の
整
理
（
弱
）
　
　
統
計
調
査
は
個
々
の
調
査
単
位
を

そ
れ
の
標
識
に
よ
っ
て
把
握
し
、
統
計
原
資
料
を
も
た
ら
す
の
み
で
あ

っ
て
、
未
だ
総
体
と
し
て
の
統
計
集
団
の
像
は
得
ら
れ
な
い
。
次
に
そ

れ
を
得
る
た
め
に
調
査
票
に
含
ま
れ
て
い
る
個
々
の
報
告
を
数
字
の
形

態
に
変
え
、
同
種
の
事
例
を
総
括
し
て
そ
れ
の
数
的
強
度
を
確
定
せ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一
　
（
四
〇
九
）

：
‘
“

１
」
．
’
あ
「
一
■
　
　
　
　
　
　
　
　
一
・
レ

一
き
．
』



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
五
巻
・
第
四
暑
）

と
す
る
統
計
整
理
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
こ
の
調
査
結
果
の
整
理
は

　
↓
　
調
査
単
位
を
総
括
し
、

　
り
　
そ
れ
を
調
査
標
識
に
よ
っ
て
１
一
調
査
標
識
の
み
の
或
は
又
同

　
時
に
多
く
の
調
査
標
識
の
視
角
の
下
に
１
分
類
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
、
い
に
よ
っ
て
調
査
単
位
の
同
類
性
（
Ｎ
易
．

與
冒
昌
ｏ
畠
ｏ
ま
ユ
祭
ｏ
５
に
よ
る
調
査
単
位
の
群
が
構
成
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
整
理
結
果
の
表
現
卿
　
　
　
以
上
の
よ
う
に
し
て
分
類
さ
れ
た
統

　
　
　
　
　
　
　
　
（

計
集
団
を
統
計
表
に
記
述
し
て
、
統
計
集
団
の
総
体
像
の
概
観
を
与
え

る
。

統
計
的
判
断
冨
；
窒
菱
巨
邑
平
郷
一
統
計
的

方
法
の
第
二
の
段
階
で
あ
る
判
断
（
分
析
）
は
、
類
似
の
集
団
１
づ
相
互

に
直
接
同
種
で
あ
る
集
団
又
は
吋
別
の
事
物
、
論
理
的
関
係
に
お
い
て

同
種
の
関
係
と
し
て
存
在
す
る
集
団
ー
を
対
比
し
関
係
づ
け
て
、
比
較

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
得
ん
と
す
る
認
識

は
、
「
統
計
的
方
法
の
本
質
」
に
お
い
て
既
に
述
べ
た
よ
う
に
↓
種
々

の
量
的
分
類
の
数
量
的
意
義
、
の
そ
れ
の
因
果
関
係
、
↓
将
来
の
確
か

ら
し
い
発
展
、
の
三
つ
の
段
階
に
分
れ
る
。

　
そ
し
て
こ
の
場
合
諸
種
の
計
算
方
法
が
有
用
で
あ
っ
て
、
中
数
、
分

散
度
、
歪
度
に
よ
っ
て
す
べ
て
の
統
計
集
団
を
正
確
に
特
徴
づ
け
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
二
　
（
四
一
〇
）

と
か
て
き
、
比
率
　
構
成
比
率
、
関
係
比
率
、
測
度
数
－
或
は
又
相
関

法
に
よ
っ
て
有
意
義
な
集
団
の
比
較
を
数
的
に
特
徴
づ
げ
る
こ
と
が
可

能
で
あ
り
、
又
時
系
列
の
状
態
並
に
発
展
に
お
げ
る
規
則
性
の
諸
種
の

測
度
が
発
達
せ
し
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
＝
「
推
算
統
計
（
ｏ
ｏ
ｏ
霊
旨
昌
箒
ｏ
ｏ
冨
豪
け
爵
）
（
繁
）

推
算
の
本
質
　
　
統
計
調
査
が
技
術
的
に
不
可
能
で
あ
る
か
、
又

は
経
済
的
に
目
的
に
適
わ
な
い
し
思
唯
的
に
も
有
利
で
な
い
場
合
に
推

算
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
こ
こ
に
推
算
と
い
う
の
は
、
別
の
統
計
的
確
定

か
ら
近
似
値
を
導
く
こ
と
で
あ
っ
て
、
従
っ
て
概
念
的
に
は
、
調
査
と
い

う
事
実
を
有
す
る
統
計
の
本
質
を
越
え
て
い
る
が
、
本
来
の
調
査
統
計

（
轟
巨
彗
宗
◎
ｏ
冨
け
）
と
常
に
密
接
に
結
び
つ
い
て
、
こ
れ
が
た
け
れ
ば

認
識
し
得
な
い
で
あ
ろ
う
よ
う
た
数
量
的
事
実
を
解
明
す
る
の
で
あ
る
。

　
従
っ
て
推
算
の
場
合
に
適
用
さ
れ
る
方
法
（
く
ｇ
ま
～
。
自
）
は
、
統

計
調
査
と
同
様
の
目
的
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
本
質
的
に
は
異

る
。
統
計
調
査
は
ど
れ
も
そ
れ
か
ら
直
接
知
り
得
る
真
の
統
計
的
記
述

（
８
葦
ｏ
。
。
冨
け
＞
易
。
・
品
彗
）
を
与
え
る
が
、
推
算
は
一
定
の
思
考

（
－
）
ｇ
ぎ
肩
ｓ
饒
昌
ｓ
）
１
こ
れ
は
統
計
的
推
論
、
或
は
推
測
的
推
論

（
ｏ
ｃ
け
８
ぎ
０
Ｄ
豪
ｏ
訂
ｃ
ｏ
ｏ
巨
茅
。
。
ｏ
）
と
も
い
わ
れ
る
ー
の
助
け
を
か
り
て
始

．
一

、
」

．
一

’｛

、
一

＾

　
山－

．
一

　
山
　
山



め
て
阜
、
の
結
果
に
達
す
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
推
測
的
推
論
に
は
次
の
も
の
が
あ
る
。

　
勾
　
代
表
的
推
論
（
射
¢
肩
腓
彗
冨
巨
◎
寡
。
。
Ｏ
巨
目
巾
）
　
　
部
分
か
ら

　
全
体
へ
の
推
論
で
あ
っ
て
、
代
表
調
査
法
の
場
合
に
な
さ
れ
る
推
論

　
で
あ
る
。

　
の
　
包
摂
的
推
論
（
冒
匡
毒
一
◎
屋
。
。
ｏ
巨
奏
）
　
　
全
体
か
ら
部
分
へ

　
の
推
論
で
あ
っ
て
、
例
え
ぼ
、
世
界
全
体
の
貿
易
の
発
展
か
ら
、
そ

　
れ
に
決
定
的
に
関
与
し
て
い
る
或
る
国
の
外
国
貿
易
を
推
論
す
る
場

　
合
で
あ
る
。

　
↓
　
移
転
的
推
論
　
（
弓
轟
豪
君
己
彗
；
ひ
ｑ
。
。
。
。
９
－
ま
）
　
　
　
一
部
分

　
集
団
か
ら
同
じ
全
体
の
他
の
部
分
集
団
へ
の
推
論
で
あ
っ
て
、
例
え

　
ば
、
発
送
穀
物
の
一
部
分
を
調
べ
て
確
め
た
不
足
量
か
ら
、
他
の
一

　
部
分
の
数
量
の
不
足
量
を
推
論
す
る
場
合
で
あ
る
。

以
上
の
ａ
－
Ｃ
は
、
既
知
の
量
か
ら
他
の
未
知
の
、
し
か
し
同
種
（
同

質
）
の
、
そ
れ
と
全
体
集
団
と
部
分
集
団
の
閑
係
に
あ
る
量
へ
の
搾
論

で
あ
る
。
こ
の
外
に

　
の
拡
張
的
推
諭
（
０
９
ｏ
竃
－
邑
竃
彗
暢
。
。
｝
－
茅
。
・
ｏ
）
　
　
既
如
の

　
量
か
ら
他
の
未
知
の
、
し
か
し
同
種
（
同
質
）
の
、
そ
れ
と
全
体
集
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

　
と
部
分
集
団
の
関
係
に
な
い
量
へ
の
推
論
で
あ
っ
て
、
次
の
ユ
及
び

　
　
Ｏ
．
モ
ス
ト
「
一
般
統
計
学
」
　
（
関
）

、
　
／
、

　
２
の
場
く
口
に
用
い
ら
れ
る
、

　
↓
　
類
推
（
ト
畠
－
◎
阻
轟
ｏ
巨
茅
。
・
ｏ
）
　
　
既
知
の
最
か
ら
他
の
未
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

　
の
、
そ
し
て
同
種
で
な
い
が
、
若
干
の
標
識
に
お
い
て
事
態
（
出
来

　
事
）
が
類
似
し
て
い
る
か
又
は
同
一
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
必
要
な
ら

　
｝
そ
の
他
の
標
識
に
お
い
て
も
類
似
し
て
い
る
か
又
は
同
、
で
あ
る

　
と
推
論
し
得
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
量
へ
の
推
論
で
あ
っ
て
、

　
次
の
３
の
場
合
に
用
い
ら
れ
る
。

　
推
算
統
計
の
方
法
　
　
　
こ
れ
ら
の
思
考
に
基
く
推
算
統
計
の
非

常
に
重
要
な
方
法
に
は
次
の
も
の
が
あ
る
。

　
１
、
継
続
記
録
法
（
勺
◎
ｈ
房
ｏ
～
９
ぎ
長
）

　
２
、
補
問
法
及
び
補
外
法

　
３
、
推
算
的
算
■
法
（
Ｃ
Ｏ
ｏ
轟
訂
婁
宗
雰
；
ｏ
ヲ
…
吹
）

　
４
、
ア
ソ
ケ
ー
ト

ア
ソ
ケ
ー
ト
は
推
算
統
計
と
方
法
は
異
る
が
、
少
く
と
も
目
的
は
似
て

い
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
に
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
１
、
継
続
記
録
法
　
　
　
は
拡
張
的
推
論
に
基
く
推
算
で
あ
っ
て
、

こ
れ
に
は
次
の
よ
う
な
場
合
が
あ
る
。

　
○
　
以
前
の
静
態
集
団
の
調
査
結
果
に
、
そ
れ
と
接
続
す
る
対
応
動

　
’
（
註
一

態
集
団
の
調
査
結
果
を
新
び
つ
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
定
時
点
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三
　
（
四
一
一
）

千
、
、



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
五
巻
・
第
四
吾
）

　
　
、
　
　
、

げ
る
静
態
集
団
の
値
を
推
定
す
る
場
合
。
例
え
ば
、
国
勢
調
査
人
口
に

そ
の
後
の
出
生
、
死
亡
、
入
国
、
出
国
の
数
を
加
減
し
て
、
国
勢
調
査

の
中
問
年
度
の
人
口
を
推
定
す
る
場
合
で
あ
る
。
（
９
轟
）

　
則
　
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
た
時
点
以
後
の
時
点
に
お
げ
る
対
応
動
態

　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

集
団
が
わ
か
ら
な
い
場
合
の
静
態
集
団
の
近
似
値
、
又
は
動
態
集
団
の

近
似
値
を
推
算
す
る
場
合
（
複
合
継
続
記
録
）
。
こ
の
推
算
は
間
題
の
集

団
を
、
そ
れ
と
或
る
程
度
平
行
し
て
経
過
す
る
と
仮
定
さ
れ
る
他
の
集

団
の
発
達
に
関
係
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
る
。
こ
れ
に
よ

る
動
態
集
団
の
近
似
値
の
推
算
の
例
は
、
一
九
五
〇
年
に
お
け
る
ド
イ

ツ
連
邦
共
和
国
の
工
業
生
産
の
純
価
値
額
の
近
似
値
を
、
実
際
に
調
査

さ
れ
た
一
九
三
六
年
の
純
価
値
額
に
、
こ
の
問
の
生
産
量
の
増
加
率
及

び
平
均
物
価
水
準
の
騰
貴
率
を
乗
じ
て
推
算
す
る
場
合
で
あ
る
。

　
）
　
一
ｍ
　
任
意
標
本
調
査
法
を
利
用
し
て
推
算
す
る
場
合
。
例
え
ぼ
、

　
（（
悉
皆
）
家
畜
調
査
の
中
問
期
目
に
お
け
る
豚
の
現
在
数
を
推
定
す
る
場

合
、
そ
の
時
点
で
任
意
標
本
調
査
を
お
こ
な
い
、
選
ば
れ
た
部
分
集
団

に
っ
い
て
求
め
た
前
の
調
査
期
目
に
対
す
る
現
在
数
の
変
動
率
を
豚
の

全
部
集
団
の
変
動
係
数
と
仮
定
し
て
、
こ
れ
を
前
の
調
査
期
目
の
総
数

に
乗
じ
て
現
在
の
総
数
を
推
算
す
る
の
で
あ
る
。

　
（
註
）
　
対
応
集
団
（
内
◎
冒
窃
勺
昌
ａ
ｇ
８
宗
く
富
。
。
ｏ
箏
）
と
は
、
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四
　
（
四
一
二
）

　
　
え
ば
、
一
定
の
時
点
に
お
け
る
人
口
と
そ
れ
に
接
続
す
る
一
定
の

　
　
期
問
に
お
け
る
人
口
の
変
動
（
出
生
、
死
亡
、
入
国
、
山
国
）
の
よ

　
　
う
に
、
対
に
な
っ
た
静
態
集
団
と
動
態
集
団
を
い
う
の
で
あ
る
。

　
２
、
補
問
法
及
び
補
外
法
　
　
　
は
継
続
記
録
法
と
同
様
、
拡
張
的

推
論
に
基
く
推
算
で
あ
っ
て
、
補
問
法
は
統
計
系
列
に
新
し
い
値
を
挿

入
し
て
そ
れ
を
完
全
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
補
外
法
は
統
計
系
列
に
新

し
い
値
を
接
合
し
て
そ
れ
を
延
長
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
未
知
の
同
種

集
団
の
値
を
推
算
す
る
方
法
で
あ
り
、
特
に
時
系
列
に
つ
い
て
お
こ
な

わ
れ
る
。

　
そ
し
て
こ
れ
ら
は
い
づ
れ
も
、
存
在
す
る
項
の
間
の
差
は
一
様
、
規

則
的
に
分
布
し
て
い
る
、
い
い
か
え
る
と
そ
の
期
問
に
お
け
る
現
象
の

発
展
は
一
様
、
規
則
的
で
あ
る
と
仮
定
し
て
お
こ
な
わ
れ
る
の
で
あ

、
り
、
そ
の
場
合
絶
対
的
に
一
様
と
み
る
か
、
相
対
的
に
一
様
と
考
え
る

か
に
よ
っ
て
、
算
術
的
補
問
法
（
又
は
補
外
法
）
と
幾
何
的
補
問
法
（
又

は
補
外
法
）
と
に
分
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
３
、
推
算
的
算
出
法
　
　
　
は
類
推
に
基
い
て
、
統
計
的
に
確
定
さ

、
　
　
、

れ
た
異
種
の
事
実
か
ら
近
似
値
を
算
出
す
る
方
法
で
あ
っ
て
、
算
出
の

仕
方
は
そ
の
場
合
の
具
体
的
た
間
題
と
存
在
す
る
基
礎
資
料
の
性
質
と

に
応
じ
て
決
定
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
一
八
〇
二
年
の
フ
ラ
ソ
ス
の
人
口

’
　
一

Ｌ

　
“



調
査
は
こ
れ
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
た
の
て
あ
っ
て
、
３
０
県
の
多
く
の

市
町
村
に
お
い
て
人
口
数
と
出
生
数
を
調
査
し
て
出
生
率
を
求
め
、
こ

れ
を
他
の
す
べ
て
の
市
町
村
の
出
生
率
と
仮
定
し
て
、
そ
の
山
生
数
か

ら
人
口
数
が
算
出
さ
れ
た
。
こ
の
方
法
は
国
民
所
得
、
国
際
収
支
等
の

推
算
、
近
い
将
来
の
人
口
数
、
家
畜
数
、
交
通
量
等
の
予
測
的
推
算
、

或
は
又
歴
史
的
人
口
統
計
に
お
け
る
中
世
都
市
人
口
数
の
推
算
、
等
、

そ
の
利
用
範
囲
は
極
め
て
広
い
。

　
４
、
ア
ソ
ヶ
ー
ト
　
　
　
は
専
門
家
に
質
問
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
経

済
的
、
杜
会
的
事
実
を
研
究
す
る
方
法
で
あ
っ
て
、
そ
の
場
合
数
的
確

定
も
求
め
ら
れ
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
が
、
重
点
は
質
問
さ
れ

た
人
の
個
人
的
な
意
見
や
判
断
に
置
か
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
統
計
調
査

　
　
　
　
　
　
　
（
註
）

を
補
足
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
○

　
ア
ソ
ケ
ー
ト
は
次
の
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

幻
　
ギ
ャ
ラ
ヅ
プ
方
法
（
○
昌
君
－
く
雪
ま
～
彗
）
　
　
計
画
的
に

又
は
偶
然
の
原
理
に
従
っ
て
選
ぼ
れ
た
人
々
に
質
間
す
る
こ
と
に
よ

　
っ
て
、
一
定
の
間
題
に
対
す
る
輿
論
を
研
究
す
る
方
法
。

助
　
景
気
予
測
調
査
法
（
穴
昌
盲
寿
巨
ユ
窃
～
零
武
～
ｇ
）
　
　
経

営
者
に
彼
が
観
測
し
た
発
展
伽
向
に
つ
い
て
質
間
す
る
方
法
。

筒
市
場
調
査
法
（
罵
實
軍
｛
◎
易
ｏ
ぎ
尾
）
は
、
代
表
調
査
法
を
利
用

　
　
Ｏ
．
モ
ス
ト
「
一
般
統
計
学
」
　
（
関
）

し
て
お
こ
な
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
消
費
老
、
商
人
及
び
生
産
考
に
質

問
す
る
方
法
で
あ
り
、
量
と
質
と
が
混
合
し
て
お
り
、
従
っ
て
本
質
的
に

は
ア
ソ
ヶ
ー
ト
に
属
し
以
上
の
方
法
と
同
種
の
も
の
で
お
る
。
　
（
ｏ
ｏ
窒
）

　
（
註
）
　
モ
ス
ト
博
士
は
統
計
の
限
界
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い

　
　
る
。
即
ち
、
統
計
の
対
象
と
表
現
可
能
性
は
、
数
量
的
事
物
、
却

　
　
ち
数
的
に
把
握
し
表
現
し
得
る
事
物
で
あ
る
。
し
か
し
杜
会
に
お

　
　
い
て
は
数
量
化
し
得
な
い
多
く
の
重
要
な
力
が
作
用
し
て
お
り
、

　
　
そ
れ
は
す
べ
て
の
因
家
的
、
杜
会
的
共
同
生
活
の
窮
極
の
核
心
が

　
　
そ
こ
に
存
在
す
る
精
神
及
び
魂
の
力
で
あ
る
。
（
ｃ
り
・
◎
）

　
　
　
　
四
、
若
干
の
批
評

　
次
に
以
上
の
統
計
的
方
法
及
び
推
算
統
計
に
つ
い
て
、
紹
介
老
が
持

つ
若
干
の
疑
問
を
述
べ
て
み
よ
う
。

　
１
、
中
数
、
分
散
度
、
歪
度
、
構
成
比
率
等
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
比

較
の
可
能
性
を
高
め
又
比
較
の
結
果
を
厳
密
に
規
定
し
得
る
と
は
い

え
、
多
く
の
場
合
「
調
査
」
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
絶
対
数
で
お
ら
わ
さ

れ
た
集
団
の
構
造
の
概
観
を
容
易
に
す
る
た
め
に
計
算
さ
れ
、
そ
の
時

は
必
ず
し
も
集
団
の
比
較
に
某
く
判
断
と
は
い
え
な
い
と
思
う
。
故
に

統
計
的
方
法
は
「
調
査
」
と
数
理
的
「
分
析
」
に
分
れ
る
と
し
、
後
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五
　
（
四
二
二
）

‘
．
童
即
ポ
、
　
　
　
　
　
　
　
ー
ト



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
五
巻
・
第
四
号
）

　
の
一
つ
の
課
題
と
し
て
集
団
の
比
較
に
基
く
「
判
断
」
を
あ
げ
る
方
が

　
合
理
的
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
　
２
、
典
型
的
個
別
事
例
調
査
法
の
長
所
は
詳
細
に
観
察
し
得
る
点
だ

げ
で
は
な
く
、
更
に
統
計
的
方
法
の
把
握
し
得
な
い
杜
会
現
象
の
質
的

側
面
の
考
察
を
も
可
能
に
す
る
点
が
あ
り
、
従
っ
て
単
な
る
狭
義
の
代

．
表
調
査
法
の
問
に
合
せ
で
た
い
と
す
べ
ぎ
で
あ
ろ
う
。

　
　
３
、
ア
ソ
ケ
ー
ト
を
「
目
的
が
似
て
い
る
」
と
し
て
推
算
統
計
に
合

　
め
て
い
る
が
、
ア
ソ
ケ
ー
ト
は
主
と
し
て
質
的
な
意
見
．
判
断
を
調
べ

　
る
の
に
対
し
て
、
推
算
統
計
は
調
査
統
計
と
同
様
に
数
量
的
事
実
を
解

　
明
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
り
、
そ
の
ヒ
推
算
統
計
は
「
調
査
」
の
過
程
を

含
ま
た
い
の
に
対
し
て
、
ア
ソ
ヶ
ー
ト
は
「
調
査
」
と
同
様
の
過
程
を

経
て
お
こ
た
わ
れ
る
た
め
、
　
　
故
に
代
表
調
査
法
を
利
用
し
得
る
の

　
で
あ
る
　
　
ア
ソ
ケ
ー
ト
は
推
算
と
は
別
の
方
法
で
あ
る
と
す
べ
き
で

　
は
な
か
ろ
う
か
。

　
　
４
、
モ
ス
ト
博
士
は
統
計
的
認
識
の
可
能
な
範
囲
を
「
数
的
に
把
握

　
し
表
現
し
得
る
事
物
」
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
余
り
に
も
狭
す
ぎ
る

　
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
フ
ラ
ス
ケ
ソ
パ
ー
博
士
に
よ
れ
ば
「
数
量
的
要

　
素
を
持
た
な
い
杜
会
現
象
の
概
念
で
も
、
そ
れ
め
杜
会
生
活
に
お
け
る

　
実
現
を
計
数
す
る
（
臥
巨
ｇ
）
こ
と
が
で
き
、
こ
の
数
は
現
象
の
量
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
六
　
（
四
一
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
）

強
度
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
Ｌ
か
ら
で
あ
る
。
故
に
統
計
的

方
法
に
よ
っ
て
集
団
と
し
て
観
察
さ
れ
、
標
識
に
よ
っ
て
分
類
し
得
る

も
の
で
あ
る
限
り
、
た
と
え
現
象
そ
れ
自
体
は
数
量
化
し
得
な
い
質
的

現
象
で
あ
っ
て
も
「
数
的
に
把
握
し
表
現
し
得
」
、
統
計
的
に
認
識
し
碍

る
の
で
あ
る
。

　
５
、
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
質
的
な
意
見
を
調
査
せ
ん
と
す
る
場
合

で
も
、
そ
れ
が
集
団
に
つ
い
て
若
干
の
類
型
的
な
意
見
の
型
（
却
ち
標

識
）
で
分
類
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
る
時
は
、
統
計
調
査
で
あ

っ
て
ア
ソ
ケ
ー
ト
と
す
る
必
要
は
な
く
、
ア
ソ
ケ
ー
ト
は
集
団
で
な
し

に
そ
れ
に
関
係
の
お
る
老
又
は
専
門
家
を
対
象
と
し
、
そ
し
て
意
見
の

詳
細
た
記
述
を
得
る
た
め
に
こ
の
よ
う
た
統
計
的
加
工
を
た
し
得
な
い

場
合
に
隈
定
す
べ
ぎ
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
時
は
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
輿
論

調
査
法
、
市
場
調
査
法
は
ア
ソ
ケ
ー
ト
で
な
く
、
代
表
調
査
法
の
実
際
的

利
用
の
一
例
と
匁
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
方
法
の
今
日
の
発
展
は
こ

の
考
え
の
上
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
調
査
の
結

果
の
誤
差
の
算
定
は
そ
れ
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
（
註
）
　
雲
轟
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